
 

1 講演要旨 

 

①保育とは、日々保護者の委託を受けて保育に欠けるその乳児又は幼児を保育

する事を目的とする施設である。特に必要がある時は、児童を保育すること

ができる。 

 人権を基盤に据え「養護」と「教育」が一体となった専門的活動。 

 人に対する信頼感を養い、社会を構成する一員としてよりよく成長させてい

く営みである。 

 

②子ども一人一人の権利を守るには？ 

 子どもにとって一番いいものである。 

 保育所はいい場所、保育士いい人、保育所の保育はいい活動。 

 これらを達成できている状態がいいものである。 

 ただし、家庭と同じくらいである事。  子どもの最善の利益を確保する。 

 

③子どもの特性とは？ 

 信頼される存在―養護の重要性  

発達する存在―教育の重要性      これらの３つを統合することが 

人としての存在―人権の重要性     保育の価値・専門性である 

 

④子どもが必要としているものは何か・ 

 生理的欲求、安全・安定欲求、社会的欲求、自我欲求、自己実現がある。 

 自己実現は保育の目指す姿！  

 

⑤子どもが好きな人・場所とは？ 

 「快」を与えてくれる人、安心・安定を与えてくれる人、興味・関心を与え

てくれる人 

 遊びの大切さとその活動への高い意識付けが大切になる。 

 物的環境（遊具、園庭、玩具等）  人的環境（友達、保育者、保護者等） 

 社会環境（地域社会・行事、政策等） 

 

⑥遊びとは？環境とは？ 

 物事にゆとりのある事。余裕がないと遊べない。  

遊びを通じて体験や人との関わり、発達をする。 

環境は３つ！時間・仲間・空間である。 

 

研修名  保育士研修Ｃ 

        平成 27 年 11 月 10 日（火） 10：00～12：30 

講 演  「子どもの好きな場所・人・事」 

講 師  小崎 恭弘 氏 



 

 

２ 感想 

 

 この研修を受講して、子ども一人一人の権利を守る！遊びを守る！環境を整

える！等とても重要なんだなと思いました。 

遊び一つにしても、大人と子どもでは見え方が違うなど改めて感じました。 

また、大人が一生懸命遊べば子どもは自然と楽しめ、応用し違う遊びに持って

行けるんだろうなと思いました。 

大人には解けない １１１１＝０ ７７１６＝１ ８５１７＝２…この問題

のように大人にはただの数字だけど、子どもには形として見るという発想は素

敵だなと思いまいした。 

大人の関わり方１つで子ども、保護者への信頼感を得られるのだと思いました。 

 

（記録 みみづく保育園 井上 真奈） 


